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子ども時代嫌いだった食品の嗜好の変化について 
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Abstract 
 

We investigated the change of preference for the dislikable food during childhood of female college 
students majoring in food and nutrition. Eight out of 137 students were keeping from disliked foods. They 
include tomatoes, liver, fish, celery, green peace, natto (fermented soy beans), green onion. Most of them 
had changed their preference for the disliked food when they were in from junior high school to college. 
Main reason for the change of food preference were 1) the disliked food eaten by chance was delicious, 2) 
long avoiding time from their un-favorite food, 3) mandatory eating. The results suggested that the disliked 
food during childhood may have changed from dislikable to favorite, according to physical, psychological, 
and social development. A lot of food experience are needed to overcome the disliked food.     
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1.はじめに 

現代のような飽食の時代、子どもでも、肥満、糖尿病、高血

圧症など生活習慣病が問題となることは少なくない。生活習慣

病の予防のためには、幼少期からから好き嫌いの少ない、栄養

バランスの良い食事を摂取する習慣を持つことは重要である

[1]。食物の嗜好は遺伝的要素と環境的要素が関係するとされて

いるが、食物の嗜好は生涯変化し続けており、子どもの頃に

は、食べられなかった食品も成人になってから食べられるよう

になることはたびたび経験される[2]。 

食物栄養学科では味覚について学習する。5つの基本味とし

て、甘味、塩味、酸味、苦味、うま味があり、これらは遺伝的

な栄養素のシグナルとされている。甘味はエネルギー源、塩味

はミネラル、酸味は腐敗物あるいは有益な有機酸のシグナル、

苦味は毒のシグナル、うま味はタンパク質のシグナルと考えら

れている[3]。このようなことから、ヒトはもともと、甘い食

品、塩からい食品、脂肪の多い食品を好んで食べる傾向が強

い。酸味、苦味は忌避すべき味であると考えられるが、いろい

ろな食物を食べる経験により、楽しむ対象にもなったりする。

米国ペンシルベニア州フィラデルフィア市ペンシルベニア大に

あるモネル化学感覚研究所のDanielle R. Reedらは、苦みを感

知する受容体遺伝子TAS2R38 genotypeによる苦み物質への感

受性と甘味への嗜好性を検討している。TAS2R38 genotypeの 

表現型は、苦み感受性アリールP と苦み非感受性アリールA

との組合せにより、PP、AP、AAに分かれる。PPを持つ人は

強く苦みを感じ、AAを持つ人は苦みを感じない、APを持つ

人はPPよりは弱いが苦みを感じることが出来るというグルー

プに分かれ、当然食の嗜好も異なることが予想される。小児に

おいては、苦み感受性アリールのパターンによって甘味への嗜

好性が有意に決定されることが明らかになっている。つまり、

PPアリールを持つ人では苦みを避けるように甘味への嗜好性

が強く、AAアリールを持つ人では苦みを感じないために甘い

味への執着はない。しかし、大人においては苦み感受性アリー

ルの有無と甘味への嗜好性との間の関連は消えてしまう。この

結果は、味の嗜好性が、生来の遺伝素因より経験によって強く

影響を受けることを証明したものだと考えられる[4]。 

子どもの食の発達について考えると、生後直後は母乳だけで

十分であるが成長につれ母乳が不足してくるため、それを補う

ために離乳食がある。いずれ様々な食べ物から必要な栄養を摂

取しなくてはならない。必然的に新しい食べ物に出会わなくて

はならず、現代のように食の安全が比較的確保されていなかっ

た時代には、離乳期に口にする物は、毒であったり、体調を崩

す可能性がある。そのため新しい食物を拒否する心理反応が生

まれる。これはごく生理的な反応であり、食べたことがない食

物には不安や嫌悪の気持ちが生まれる。これを新奇恐怖 
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neophobiaという[1]。それを食べた後にお腹が痛くなったり下

痢したりすると二度と食べたくなくなる。このことを味覚嫌悪

学習と呼ぶ。逆に、食べた後に充足感や満足感が得られると嗜

好が増す。これは嗜好学習という。食べ慣れてくると徐々に不

安が消え嗜好が定着してくる[5]。子どもは、一般的にこのよう

な生理的過程や社会的過程を通じて食物の嗜好を学習してい

く。経験が食品の嗜好に影響を与える報告は多い。例として、

発達時における食経験の影響の個別報告として、友達の影響や

食習慣でも食べ物の嗜好は変化することが知られている。2-4

歳児を野菜の嗜好が異なるグループに入ってもらい、他の子ど

もが食べるのを観察させると、野菜に対する嗜好が変わった

り、食べる量が増えたりすることが報告されている[6]。 

私たちがこの調査をするきっかけとなった先行研究として、

堀尾[5]が2012年に関西国際大学で410名の男女大学生の食品

の嗜好変化について行った報告がある。多くの学生が嫌いで食

べられなかった食品が食べられるようになったと報告された。

本学は栄養士養成課程であり、食への関心が他学部の学生に比

べて高いと予想され、堀尾らの結果と異なるのではないかと仮

説を立てた。また本学科学生は、卒後一般市民や医療機関受診

者に、栄養指導を行う立場になることから、学生自身が自分た

ち自身の食品への嗜好（好き嫌い）を把握することが重要であ

ると考えられる。そこで、本学の食物栄養学の学生において、

どのような食品が子どもの頃嫌いであったか、そして、食べら

れるようになったのはいつか、どうして食べられるようになっ

たのか、食品の嗜好変化の明らかにし、自分たちがどのように

嫌いな食品を克服してきたのか調べてみたい。この分析を行う

ことで、小児期の食の指導を学ぶ際に生かしたいと考えてい

る。この調査は2016年度の卒業研究の一環として行った。 

 

 

2.方法 

2.1 調査協力者 

岐阜市立女子短期大学の生命倫理委員会の承認を受けた後、 

健康な若年女性である平成28年度岐阜市立女子短期大学・食

物栄養学科学生の1、2年生137名に参加を依頼した。そのう

ち無回答および不備のあるもの6名を除いた計131名を分析対

象とした。参加率は95.6％であった。全対象者からインフォー

ムド・コンセントを得て、質問票へ回答を記入してもらった。 

 

2.2 調査内容 

自分が過去に嫌いだった食品に対する嗜好の変化について以

下の項目を質問した。①過去に嫌いで食べられなかった食品名

を3つまで記載、②その食品について、現在の嗜好はどうであ

るか、③食べられるようになったのであれば、そうなった時

期、④③について食べられるようになった理由、⑤なぜ嫌いで

あったのかその理由、⑥嫌いであった味の種類の6項目につい

てである。書き出された食品の分類には、日本食品標準成分表

の18食品群分類[7]を用いた。 

 

 

3.結果 

3.1過去に嫌いで食べられなかった食品の現在の状態 

参加者のうち嫌いな食品があったと答えた者は、131人中

128名（97.7％）であった。過去に嫌いであった食品の総数は

372品であった。食べられなかった食品が、現在は食べられる

か、まだ食べられないかについて尋ねたところ、今でも食べら

れないと回答した者が、嫌いな食べ物があったと答えた128名

中8名であった。現在でも「食べられない」食品を集計したと

ころ総数106品であった。回答用紙に記載された372食品中

224品（嫌いであった食品の60％）は食べられるようになって

いた。その内訳は、「食べられる」180品（80.3％）、「好きであ

る」27品（12.0％）、「大変好きである」17品（7.5％）であっ

た。 

  

3.2 過去に食べられなかったが現在は食べられる食品 

幼いころに嫌いで食べられなかったが、これまでに食べられ

るようになった、あるいは好きになった食品として回答された

もののうち、多かったもの17位までを図1に示した。 過去に

嫌いでも現在克服している食品の中で、最も人数が多かったの

は、「きのこ」と「魚」でそれぞれ22名であった。 順に、ト

マト20人（11％）、なす16人（8％）、ピーマン、ゴーヤ13人

（7％）、レバー12人（6％）、セロリ11人（6％）、納豆、グリ

ンピース、魚卵8人（4％）、わさび、ねぎ7人（3.5％）、たま

ねぎ、貝類、キャベツ6人（3％）、ぎんなん、みょうが、パク

チー（2.5％）と続いた。ゴーヤ、パセリ、ミョウガなど、苦

味を呈する野菜が多いという傾向が見られた。14位のキャベ

ツはキャベツの芯はどんなに煮込んでも青臭さが抜けないから

嫌いという意見があった。 

 現在も嫌いで食べられないと回答した者8名が挙げた食品の

うちで、多かったのものは、トマト9人、レバー6人、魚介

類・セロリ5人、グリーンピース・納豆・ネギが4人であっ

た。 

日本食品標準成分表の18食品群分類[8]を用いて嫌いだった

食品を分類した。 
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嫌いだったが、克服できたものと（表1）、出来なかったも

の（表2）を示す。表1、表2とも、嫌いであった食品群は、

野菜類、魚介類の順に多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品群 人数 ％ 

野菜類 99 37.9 

魚介類 39 14.9 

調味料、香辛料 24 9.2 

きのこ類 22 8.4 

調理加工食品 19 7.3 

卵類 15 5.7 

肉類 8 3.1 

豆類 8 3.1 

種実類 6 2.3 

いも及びでん粉類 5 1.9 

菓子類 4 1.5 

穀類 3 1.1 

乳類 4 1.5 

藻類 4 1.5 

し好飲料類 1 0.4 

食品群 人数 ％ 

野菜類 56 43.4 

魚介類 16 12.4 

果実類 9 7.0 

肉類 9 7.0 

豆類 8 6.2 

菓子類 6 4.7 

調味料、香辛料 6 4.7 

乳類 3 2.3 

し好飲料類 3 2.3 

穀類 3 2.3 

種実類 3 2.3 

藻類 2 1.6 

きのこ類 2 1.6 

卵類 2 1.6 

いも及びでん粉類 1 0.8 

表 1 過去嫌いであったが、 

現在は食べられる食品の食品群 
 

表 2 過去嫌いで 

 現在も食べられない食品の食品群 
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図 1 過去嫌いであったが、現在は食べられる食品 



38 
子ども時代嫌いだった食品の嗜好の変化について 

 

 

図 2 嫌いであった食品が食べられるようになった時期 

図 4 その食品の味で何が嫌いであったか 

図 3 嫌いであった食品が食べられるようになった理由・きっかけ 
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3.3食品への嗜好が変化した時期とそのきっかけ 

それぞれの嫌いだった食品それぞれについて嗜好が変化した

時期について質問した（図2）。中学生から大学生の現在にか

けて、食べられるようになったと回答した者が多い傾向が見ら

れた。一方で、今も食べられないと答えた食品数が3分の１を

占めた。幼少時に嫌いで食べることが出来なかった食品が、食

べられるようになった理由（図3）については、「無理やり食

べているうちに食べることができるようになった」が一番多い

結果となった。「まわりの雰囲気」で食べることが出来るよう

になったという回答も多かった。「久しぶりに食べてみたら食

べることができた」16人、「たまたま食べたものがおいしかっ

た」9人、「味の感じ方が以前と異なっていた」14人、という

回答も比較的多かった。 

栄養士養成課程の学生であることから、嫌いであった食品の

味についても思い出して回答してもらった。嫌いであった食品

の味は、苦味、酸味、えぐみ、甘味、辛み、渋み、うま味、塩

味の順であった。 

 

 

4考察 

食物栄養学科（栄養士養成課程）の学生において、過去に嫌

いで食べられなかった食品について調査を行った。ほぼ全ての

学生が過去に嫌いな食品があった。嫌いであった食品はバリエ

ーションに富んでいたが、野菜類、魚介類を嫌っている割合が

高く、先行研究[5]でも同様の傾向が認められた。本学では、先

行研究に比べ納豆が嫌いと答えた学生が少なく、地域性の違い

かもしれないと考えられた。食べられるようになった食品と食

べられないままの食品の内容を比較してみたが、大きな違いは

見られなかった。幼少時には克服できなくても、中学、高校、

大学時代に食べられるようになったと回答した者が多いことが

わかった。しかしながら、本研究においても少数ではあるが、

今でも嫌いで食べることが出来ない食品がある学生がいること

がわかった。このような食の嗜好については、遺伝的な違いが

ある可能性が指摘されている。PROP（6-n-propylthiouracil）や

PTC（phenyl-thiocarbamide）は、-N-C=S 構造をもつ苦味物質

であり、この苦味の感じ方が遺伝子によって3つのタイプに分

けられる。苦みをほとんど感じない場合はnon-taster、苦く感

じる場合は taster、特に強く感じる場合を super-tasterという。

super-tasterではトマト、ピーマンなど緑黄色野菜やゴーヤ、パ

セリなど苦い野菜を苦く感じる人が多いことが報告されている

[8]。このようにPROP などの苦みに対する感受性が、野菜やき

のこといった食品を嫌いなままで食べることが出来ない状態で

いることに関係しているかもしれない。 

嫌いで食べられなかったが、食べられるようになった状況に 

ついて質問してみると興味深い結果が得られた。まず、その時 

期である。小学校高学年から大学生にかけて、多くの学生がそ

れまで食べられなかった食品を食べることが出来るようになっ

ていた。この時期は、まさに成長期に当たり、身体的成長のみ

ならず、心理的、社会的な成長が、好き嫌いの克服に関連する

ことを示したことになると思われる。食べられるようになった

理由として、「久しぶりに食べたら食べられた。」、「偶然食べた

らおいしかった」などは、嫌いで食べることが出来ないまま時

間を過ごしていたが、その間の経験が食の嗜好を変化させたこ

とを説明している。「無理やり食べているうちに食べられるよ

うになった」、「栄養があり体に良いと知って」など、食べられ

るようになるための努力をしていた者も多いことが明らかにな

った。 

 嫌いに感じていた味については、苦み、酸味であった。塩

味を嫌っていたと回答した者は少なかった。塩分は忌避する対

象というより、嗜好を深める味として存在していると考えられ

る。家族塩分嗜好度を比較した研究では、母親の嗜好との相関

関係が高く、子どもの食品嗜好は、料理を作ることが多い母親

に依存する傾向にあったことが報告されている[9]。 

嫌いな食品や食物を摂取しないことが、健康を損なわない程

度であれば大きな問題はない。しかし、栄養バランスを考慮す

れば、嫌いなものが少ないことがよいのは明らかである。今回

調査に参加してもらった学生は、栄養士として現場で食に関す

る指導や支援を行う立場になる。特に若年者の栄養教育を担当

する場合、好き嫌いという壁が立ちはだかることだろう。そん

な時、好き嫌いが遺伝的なもので、克服することは出来ないと

思わず、子どもの成長や周囲の働きかけなど、社会的、心理的

な影響で好き嫌いは克服することが出来る可能性が高いことを

認識し、指導を行うべきである。本研究から多くの学生が嫌い

であった野菜が食べられるようになった場合も多いことが明ら

かになった。今後は、嫌いで食べられない食物を、食べられる

ように克服する手段を明らかに出来ることが望ましい。 
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